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米子がいな祭
７月27日（土）、28日（日）、「復活と創出」
をキーワードとして「40年の歴史が今
ここに！呼びさまそう祭魂　つなげよう
未来への扉」をメインテーマに第40回
米子がいな祭が開催されました。
この日に向けて練習を重ね鍛えられた担
ぎ手たちによる一斉万灯が、祭の夜空を
華やかに灯し、初日のフィナーレを飾り
ました。

９



米子がいな祭40年の歴史　未来につなぐ祭魂を魅せた！！
　７月27日（土）・28日（日）、「復活と創出」をキーワードとして「40年の歴史が今ここに！呼びさまそう祭魂　つなげよ
う未来への扉」をメインテーマに第40回米子がいな祭が開催されました。
　初日は早朝に雨が降りましたが、オープニングセレモニーの時には青空が広がり、「がいな太鼓」・「がいな万灯」・「がいな
よさこい鳴子連」による「がいなコラボレーション」がオープニングを飾りました。
　同時に、米子市文化ホール前において広島の自衛隊音楽隊「第13旅団第13音楽隊」による野外コンサート、米子コンベンショ
ンセンター・米子市文化ホール前においては「食のみやこ　ご当地グルメフェスタ IN 米子」を開催しました。
　また、中海・宍道湖・大山圏域市長会のイベント交流事業として、境港市の「境港大漁太鼓荒神会」による太鼓の演奏を
披露していただきました。
　そのほか、71の連が参加した「がいなパレード」や勇壮な「がいな太鼓」の演奏、夜には「がいな万灯」の妙技と多くの
観衆を魅了しました。
　２日目は、駅前ステージを中心に、「看板娘総選挙」・「とっとり“がいな”バーガープロジェクト」など多くのイベントが
開催されました。
　祭の最後は、天候が心配される中「温故知新」をテーマとし、「和洋折衷」と題した日本の伝統花火と海外の新鋭花火をコ
ラボさせた打ち上げプログラムで、全国の有名花火職人の作品である「芸術玉花火」など約6,000発の花火が錦海の夜空を
彩り、二日間にわたる祭りを盛大に締めくくりました。

熱く燃えた米子の夏
真夏の２大イベント
盛大に開催！

　米子の夏の２大イベント「第
33回全日本トライアスロン皆生
大会」と「第40回米子がいな祭」
は、大盛況のうちに無事終了す
ることができました。
　これもひとえに市民の皆さん
をはじめ、ボランティアの皆さ
ん、周辺市町村並びに関係各位
の絶大なるご支援、ご協力のた
まものと心から感謝申し上げま
す。
　今後とも、一層のご支援ご協
力をたまわりますようお願い申
し上げ、お礼の言葉といたしま
す。　　

　　　　米子市長　野坂康夫



今年も激闘！
レースを制したのはＶ２の吉

よしむら

村優
ゆうすけ

介選手（山口県）、女子は３連覇を果たした地元の大
おおまつ

松沙
さ お り

央里選手（鳥取県米子市）

　第33回全日本トライアスロン皆生大会は「大自然に抱かれる“最
さいこう

幸”の一日」を合言葉とし、約4,400人のボランティアスタッ
フが、全国から集まった鉄人達を迎え、７月14日（日）に日本トライアスロン発祥の地・皆生温泉を主会場に開催されました。
　レース当日は最高気温が33度という絶好のトライアスロン日和の下、個人の部863名、リレーの部55チームが伝統の鉄
人レースに挑戦。
　たくさんのボランティアのサポートと、多くの沿道の人々の声援のおかげで、天候も海上もコンディションが非常に良く、好
タイムの期待できる大会となり、リタイヤする選手も例年に比べて少なく選手のみんなが全力を出し尽くせる大会となりました。
　昨年、初優勝の吉村選手（山口）は、「昨年の大会はスイムが中止になったためデュアスロン大会（ラン・バイク・ラン）になっ
たので、３種目競技して初めて皆生大会の勝者になれる！」と連覇を強く意識し、昨年２位の谷

たに

選手（愛知）や通算Ｖ９の
かかるベテランの藤

ふじはら

原選手（栃木）らを押さえ、スイムを３位で上がった吉村選手が、バイク中盤で首位に立つとランで独
走態勢となり、２位の秦

しん

選手（大分）に20分差を付け堂々の連覇を飾りました。
　女子は地元に居を移し環境を変えて臨んだ、３連覇のかかる大松選手（鳥取）が、完璧なレース運びで２位の二

に ぶ ん

分選手（鳥
取）を約30分離し、感動の３連覇を果たしました。
　女子勢は、大会初の地元選手のワンツーフィニッシュとなるなど、今年も若手の台頭とベテラン勢の入り混じる激闘で、
日本トライアスロンの聖地「皆生大会」に新たな歴史が刻まれた素晴らしい大会となりました。

　昨年「第13回国際マンガサミット鳥取大会」に合わせて本市で開催された「Ｙ
ＯＮＡＧＯ　ＷＯＮＤＥＲ！」が、今年も米子市中心市街地周辺を会場に開催さ
れます。
　アニメ・漫画・映画などのポップカルチャーイベントが盛りだくさん！！
■とき　９月23日（月・祝）～10月14日（月・祝）
■ところ　米子コンベンションセンター、中心市街地商店街ほか
■構成イベント　
　 ▼９月23日（月・祝）　とっとりアニカルまつり２０１３、小学館サンデー展
　 ▼９月28日（土）・29日（日）・10月５日（土）・６日（日）
　　第三次米子映画事変、電撃コミックス展
　 ▼９月29日（日）　ＢＳＳまつり声優王国とっとりプロジェクト
　 ▼ 10月５日（土）・６日（日）　えるもーるポップカルチャーフェスティバル
　 ▼ 10月13日（日）　よなご映像フェスティバル
　 ▼ 10月14日（月・祝）　第12回ＪＣＦ学生映画祭 in Tottori　ほか、全13事業
■問合せ　YONAGO　WONDER! 運営委員会事務局（観光課内）（☎２３－
５２１１）、ホームページ：http://yonagowonder.com/

エコツーリズム国際大会
 2013 in 鳥取

　圏域の素晴らしい景色や豊かな自然
を楽しむエコツーリズムをぜひ感じて
ください。
■とき　10月19日（土）～21日（月）
■ところ　米子コンベンションセン
ターほか
■申込方法　インターネットまたは専
用の申込用紙にてＦＡＸでお申し込み
ください。
■申込期限　９月19日（木）
※くわしくはホームページ（http://
iec2013.daisenwonder.com/）でご確
認ください。
■問合せ　エコツーリズム国際大会事
務局（☎３１－９３７３）



第69回　米子市第69回　米子市
米子市美術館（☎３４－２４２４）

行 事 名 連 絡 先 日 程
☆米子市美術館リニューアルオープン　第53回米子市美術展覧会（市展） ☎３４－２４２４ 8/23（金）～31（土）
第54回チャーチル会米子作品展 ☎２９－４０１８

9/6（金）～10（火）第44回美術集団ゼム作品展 ☎６６－３５２０
フォトクラブピノキオ写真展 ☎３３－８６８８
第28回米子写真倶楽部作品展 ☎３４－０７５６
第25回記念展「彩の時

と き

間に」 ☎２７－５６６５ 9/6（金）～17（火）
第17回ビスターレ絵画展 ☎２９－４０１８ 9/13（金）～17（火）公会堂想ひ出写真館 ☎３３－８６９５
児童生徒条幅展 ☎２７－０４２１

9/20（金）～24（火）第27回米子工芸会展 ☎２７－５６６５
第44回写真集団ゼロ写真展 ☎２７－０１１３
第57回鳥取県美術展覧会（県展） ☎３４－２４２４ 9/28（土）～10/7（月）
第26回山陰現展（支部展） ☎５６－２４１３

10/11（金）～15（火）第34回龍心会書道展 ☎２２－５７６７
第42回米子ちぎり絵水星会展 ☎６８－３８２６
米子陶友会展 ☎３３－２８２６

10/18（金）～22（火）米子版画同好会展 ☎２５－１５９９
第14回創元会鳥取支部展 ☎３１－２０６７
☆米子市美術館常設展　コレクション名品展 ☎３４－２４２４ 10/20（日）～11/24（日）
Ｍ３カルチャー５周年記念作品展＆発表会 ☎３４－２３７７

10/25（金）～29（火）
第40回米子墨彩会水墨画展 ☎３２－４３６３
日本報道写真連盟米子支部展 ☎２９－０２０６
第35回フォトきゃらぼく写真展 ☎２２－４３０１
'13 山陰新協米子展 ☎２７－１８６３
第73回米子美術家協会展 ☎２５－１５９９

11/1（金）～5（火）サークル“Ｕ”展 ☎３２－０６４０
第18回米子市写真家協会展 ☎３４－１４０８
日本芸術人形作品展 ☎３３－１１３３
中美展 ☎５３－３０２０

11/8（金）～12（火）全日写連米子支部・デジカメサークル「shutter」合同作品展 ☎４２－３８９０
麗山書院展 ☎ 090-8064-7869
米子かこう会絵画作品展 ☎６６－２０２７

11/15（金）～19（火）水曜展 ☎３３－６５０３
第36回皓墨会水墨画作品展 ☎３２－７２７１
第46回麓人展 ☎２９－２７２５

11/22（金）～26（火）第30回米子地区書道連盟展 ☎２２－５７６７
ニードルポイントの世界 ☎２９－５４０３

☆印は米子市教育委員会の主催事業です。

■問合せ　米子市教育委員会事務局文化課（東町 161－２　☎２３－５４３８　Ｅメール…bunka@city.yonago.lg.jp）
　　　　　　　ホームページアドレス　http://www.city.yonago.lg.jp/13682htm

平成25年度

「米子歴史絵巻 ～粟
あ わ し ま

嶋さん～」
第２弾は米子市彦名町にある歴史と伝承をもつ「粟嶋神社」の境内で「鳥

とっとり

取雅
が

友
ゆうかい

会」に
よる「雅

が が く

楽」の演奏と、「粟嶋神社」にまつわる逸話の「語り」をお楽しみください。
■演奏・舞　鳥取雅友会さん『陵

りょうおう

王』ほか
■語 り　河﨑真弓さん『粟嶋の八

はっぴゃく

百比
び く に

丘尼』ほか
■と き　10月12日（土）　開演：午後３時30分
■と こ ろ　粟嶋神社（米子市彦名町1404番地）
■入 場 料　無料（整理券が必要です。９月８日から配布予定。）
※雨天の場合は会場を米子市児童文化センターに変更します。
※各会場とも駐車スペースに限りがありますので、乗り合わせてご来場ください。
■問 合 せ　米子市文化ホール（☎３５－４１７１）



　平成25年度文化庁優秀映画鑑賞推進事業　　米子なつかしの名画劇場
市川雷蔵と中村錦之助、多くの映画ファンを魅了した二大スターの昭和33～41年の作品をお楽しみください。
10月23日（水）午前10時15分～「弁天小僧」：市川雷蔵、勝新太郎
　　　　　　　午後１時～「眠狂四郎殺法帖」：市川雷蔵、中村玉緒
10月25日（金）午前10時15分～「沓掛時次郎遊侠一匹」：中村錦之助、池内淳子
　　　　　　　午後１時～「反逆児」：中村錦之助、岩崎加根子
■入場券（各日）　前売 500円、当日 700円（発売中）
■入場券取扱い場所　米子市文化ホール、米子市淀江文化センター、米子シネマクラブ、
米子髙島屋、米子しんまち天満屋、今井書店錦町店、本の学校今井ブックセンターほか（前
売券売切れの場合は当日券はありません。お早めにお買い求めください。）
■会場　米子市文化ホール（☎３５－４１７１）　くわしくは、米子市文化ホールへお問い合わせください。

秋の文化祭秋の文化祭
米子市文化ホール（☎３５－４１７１）

行 事 名 連 絡 先 日 程
ゴスペルオーブ　ジョイフルコンサート ☎ 090-7130-6251 8/25（日）
第11回常声会「声楽の夕べ」 ☎３４－３０５３ 8/31（土）
☆立川志の輔独演会 ☎３５－４１７１ 9/1（日）
☆米子人生大学　米子市美術館開館30年のあゆみ ☎２３－５４４４ 9/9（月）
米子労音９月例会　「三浦一馬＆松本和将（ピアノ＆バンドネオン）」 ☎３４－３１７３ 9/20（金）
第32回鳥取県西部合唱連合ふれあいコンサート ☎２３－３８０７ 9/23（月・祝）
米子市民劇場９月例会　劇団青年座公演「黄昏」 ☎３３－８６９５ 9/25（水）
☆米子人生大学　楽しくなる音楽講座　－明治・大正・昭和の歌をあなたと－ ☎２３－５４４４ 10/7（月）
☆平成25年度文化庁優秀映画鑑賞推進事業　米子なつかしの名画劇場 ☎３５－４１７１ 10/23（水）・25（金）
米子マンドリンオーケストラ　第28回定期演奏会 ☎３３－３３２１ 10/26（土）
☆ハロウィン in イルミネーション ☎３５－４１７１ 10/26（土）
第64回米子邦楽と舞踊の会 ☎３３－６３１６ 11/17（日）
米子労音11月例会　「ミシェル・ダルベルト（ピアノ）」 ☎３４－３１７３ 11/20（水）
米子市民劇場11月例会　劇団東京ヴォードヴィルショー公演「その場しのぎの男たち」 ☎３３－８６９５ 11/23（土・祝）
山陰少年少女合唱団リトルフェニックス　第８回定期演奏会 ☎0854-22-4693 12/8（日）
☆公民館ふれあい発表会 ☎２３－５４４２ 12/13（金）～15（日）

米子市淀江文化センター（☎３９－４０５０）
行 事 名 連 絡 先 日 程

☆第27回よどえ町民音楽祭 ☎５６－３２２２ 9/8（日）
ミュージカル「サイノカミさん」 ☎090-2000-4729 10/20（日）
☆こども夢広場 ☎３９－４０５０ 10/20（日）
アートスタート　全国フォーラム ☎４２－６００３ 11/16（土）・17（日）
☆淀江文化センター開館15周年事業　ハンド　シャドウズ　アニマーレ ☎３９－４０５０ 11/17（日）

そ の 他 の 会 場
行 事 名 会 場 名 連 絡 先 日 程

☆鉄道のまち　米子の歴史 山陰歴史館 ☎２２－７１６１ 9/21（土）～11/24（日）
米子こども劇場第191回例会「はらぺこ団」 児童文化センター ☎３２－３８４７ 9/21（土）
米子シネマクラブ第91回例会 ビッグシップ ☎２３－１５４６ 9/29（日）
☆米子歴史絵巻 粟島神社境内 ☎３５－４１７１ 10/12（土）
第51回米子俳句大会 ふれあいの里 ☎３３－７８６７ 10/13（日）
短歌会 ホテルアジェンダ ☎３３－７３３４ 10/13（日）
諸流合同いけばな展 米子しんまち天満屋 ☎２２－７８３３ 10/17（木）～22（火）
Ｍ３カルチャー５周年記念作品展＆発表会 Ｍ３カルチャースクエア ☎３４－２３７７ 10/26（土）・27（日）
健身太極拳連盟交流大会 鳥取県立武道館 ☎４２－４４４４ 10/27（日）
人形劇団いとぐるま「ふれあい公演」 心身障害者福祉センター ☎２９－６１５５ 10/27（日）
第51回記念米子市合同短歌祭 ふれあいの里 ☎２２－０６１９ 11/3（日・祝）
米子茶道連盟合同茶会 寺町界隈 ☎６８－２１９２ 11/3（日・祝）
米子こども劇場第192回例会「チップとチョコ」 児童文化センター ☎３２－３８４７ 11/28（木）
第42回レインボー・ジャズ・オーケストラ定期演奏会 ビッグシップ ☎090-6834-1868 12/1（日）
太極拳まつり 米子産業体育館 ☎３２－４８６８ 12/15（日）
ゴスペルオーブ　クリスマスコンサート 米子しんまち天満屋 ☎ 090-7130-6251 12/15（日）

『新生とりアート（第11回鳥取県総合芸術文化祭）』参加事業
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市職員の給与などをお知らせします

　職員の初任給

区 分 米子市 国
大学卒 159,984円 172,200円
高校卒 138,699 円 140,100円

※採用前に民間企業などでの勤務経験がない場合です。
※米子市は、給与減額後の額です。

　特別職の報酬など
区 分 給料・報酬月額 期末手当
市 長 836,000 円

６月　　1.4月分
12月　　1.5月分

計　　2.9月分

副市長 704,880円
教育長 610,200円
議 長 541,000円
副議長 475,000円
議 員 440,000円

※市長、議員などの特別職の給料・報酬は、「特別職報酬等審議会」
　の答申を受け、市議会での審議を経て条例で定められます。
※市長、副市長、教育長の給料は、市長12％、副市長11％、
　教育長10％を減額した後のものです。

　職員の平均給料月額と平均年齢

区 分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 335,914円 44.8歳

※諸手当は含んでいません。
※平均給料月額は、給与減額後の額です。

　職員数の状況
区 分 職員定数 職員数

市長の事務部局 774人 735人
議会の事務部局 ９人 ７人
監査委員の事務部局 ５人 ５人
選挙管理委員会の事務部局 ５人 4人
教育委員会の事務部局 65人 55人
公平委員会の事務部局 １人 ０人
農業委員会の事務部局 ７人 6人
水道局 114人 112人

合 計 980人 924人

　主な職員手当
手当の区分 内 容

毎
月
支
給
さ
れ
る
も
の

扶養手当 ○配偶者…月額13,000円　　○配偶者以外の扶養親族…１人につき月額6,500円
○16歳から 22歳までの子…１人につき月額5,000円を加算

住居手当 ○月額12,000円を超える家賃を支払って借家などに居住する職員…家賃の額に応じ月額最高27,000円まで

通勤手当
通勤距離が、いずれも片道２km 以上の場合
○交通機関などの利用者…運賃相当（定期券と回数券のうち安価な方）の額
○自動車などの使用者…通勤距離に応じ、月額 2,200円～ 33,600円

管理職手当 課長級以上の者および保育園長（額はいずれも減額後）
○部長：67,680円　○次長：57,780円　○課長：48,600円　○主査：43,020円　○園長：39,240円

そ
の
他

特殊勤務手当
特別の考慮を必要とする特殊な勤務に従事したとき
○行旅病死人救護等業務手当（１回につき 1,500円～ 2,500円）
○犬猫等死体処理業務手当（１件につき 300円）など

時間外勤務手当 正規の勤務時間を超えて勤務した場合

期末・勤勉手当

区 分 ６月期 12月期 計
期末手当 1.225月分 1.375月分 2.60月分
勤勉手当 0.675月分 0.675月分 1.35月分
合 計 1.90月分 2.05月分 3.95月分

（平成25年４月１日現在）

（平成25年４月１日現在）
（平成25年４月１日現在）

（平成25年４月１日現在）

（平成25年４月１日現在）

　

職
員
の
給
与
は
、
地
方
公

務
員
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

国
家
公
務
員
の
給
与
や
国
の

人
事
院
勧
告
、
県
人
事
委
員

会
の
勧
告
な
ど
を
参
考
に
、

市
議
会
で
の
審
議
を
経
て
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

米
子
市
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
厳
し
い
財
政
状
況
を
考
慮

し
、
財
政
健
全
化
の
た
め
給

与
減
額
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
、
国
か

ら
の
要
請
等
を
踏
ま
え
、
さ

ら
な
る
給
与
減
額
措
置
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
み

　

本
市
で
は
平
成
16
年
度
か

ら
独
自
の
給
与
減
額
に
取
組

ん
で
お
り
、
平
成
24
年
度
は

給
料
を
職
務
に
応
じ
て
３
～

６
％
（
平
均
３
．
１
２
％
）、

管
理
職
手
当
は
20
％
減
額
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ

ま
で
の
効
果
額
の
累
計
は
約

14
億
５
千
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

米
子
市
で
は

　

国
は
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
財
源
を
捻
出
す
る
た
め

に
給
与
減
額
支
給
措
置
を
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に

準
じ
た
措
置
を
地
方
公
務
員

に
も
要
請
し
、
そ
の
実
施
を

前
提
と
し
て
地
方
交
付
税
を

減
額
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
地
方
交
付
税

の
減
額
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
職

員
と
特
別
職
の
給
与
減
額
措

置
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
見
直

し
を
行
な
っ
た
結
果
、
本
年

４
月
か
ら
、
職
員
の
給
料
は

職
務
に
応
じ
て
１
～
８
％（
平

均
５
・
０
５
％
）、
管
理
職
手

当
は
10
％
を
減
額
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
、
水
道
事
業
管
理
者

に
つ
い
て
は
、
12
～
10
％
を

減
額
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

職
員
課

（
☎
23
―
５
３
４
１
）



　
「
い
じ
め
を
な
く
そ
う
」　
　

と
も
だ
ち
が　

支
え
て
く
れ
る　

そ
ば
に
い
る

法勝寺電車廃線跡ウォーク
昭和42年に廃線となった法勝寺電車の

電車軌道跡をたどります！
■開催日　10月５日（土）※小雨決行
①米子市―法勝寺全線コース　午前８時50分～午後３時
元町パティオ ⇒ 尚徳公民館 ⇒ 法勝寺駅跡（約13km）
②米子市―大袋ハーフコース　午前８時50分～午後１時30分
元町パティオ ⇒ 尚徳公民館 ⇒ 大袋駅跡（約6.2km）
③手間―法勝寺ハーフコース　午後０時30分～３時
南部町役場天萬庁舎 ⇒ 法勝寺駅跡（約５km）
■定員　100人（要事前申込書提出）
■申込締切　９月23日（月・祝）
■参加費　500円（昼食／手打ち蕎麦300円、保険料他）
※当日お支払いください。ただし、昼食不要の方は、
200円（保険料他）。くわしくはチラシをご確認のうえ、
参加ご希望の方はＦＡＸまたは電話で山陰歴史館まで
お申込みください。
■申込・問合せ　山陰歴史館（☎２２－７１６１、ＦＡＸ
２２－７１６０）

企画展「山陰本線全線開通 80周年記念
　　　　鉄道のまち　よなごの歴史」
■と き　９月21日（土）～11月24日（日）
■ところ　米子市立山陰歴史館　第１・２展示室
　米子の発展に大きな影響を与えた、鉄道の歴史を、写真
や関連資料などで紹介します。
　会期中、法勝寺電車のペーパークラフトを作る、楽しい
ワークショップも行ないます！！！
※日程などくわしくは、行事予定のページをご確認ください。

文化講演会「近代化の旗手、鉄道と
米子地方の鉄道、鉄道遺産について（仮題）」

日本の近代化に大きな役割を果たした鉄道の歴史と、米
子周辺に残る鉄道遺産についてのお話です。
■講 師　堤

つつみ

　一
い ち ろ う

郎さん
　　　　　（産業技術歴史文化研究所 工学博士）
■と き　10月19日（土）午後１時30分～（１時間程度）
■ところ　米子市文化ホール　研修室
■参加費　無料（定員100人、要事前申込）
■申込先　山陰歴史館（☎２２－７１６１）

米子市まちづくり活動支援交付金事業
～今年度の交付対象事業が決まりました～

　市内で活動する団体が、地域の課題の解決や、よりよい市民生活の実現のために、創意工夫して行なう活動を支援する「米
子市まちづくり活動支援交付金」について、今年度交付する事業を決定しましたのでお知らせします。

事 業 名 事 業 概 要 事業費総額 交付金額団 体 名

ち
ょ
っ
こ
し
活
動
コ
ー
ス

子 ど も た ち と 高 齢 者 の 交 流 事 業 地区の公民館や公園を活用して交流事業を開催し、子どもたち
から高齢者までの地区住民および隣接地域住民が絆や繋がりを
深め、地区の活性化を図る。

105,000 80,000
三 本 松 二 区 明 日 へ つ な ぐ 会
第 ６ 回 ジ ョ イ ン ト コ ン
サ ー ト in ふ れ あ い の 里

視覚障がい者の方と共に歌い、踊り、演奏を楽しむ事で交流を
深め、健常者の気付きにくい生活環境のバリアフリーを考える
きっかけをつくる。

90,000 80,000
ザ ・ ス ピ リ ッ ツ
ふ る 里 創 成 事 業 地区の歴史や地名「観音寺」の由来を学びながら散策できるよ

うに案内板を設置し、交流の場を整備することで、自分達の「ふ
る里観音寺」を創成する。

100,000 80,000
親 和 会

「ふたごパパの育児体験記」冊子作成 先輩パパの体験を伝え、これからふたごのパパになる人へ育児
の参考にしてもらい、ママとともに明るく・楽しく・前向きに
育児に関わっていただける冊子を作成する。

80,000 80,000
多 胎 児 サ ー ク ル　 に こ に こ club

法 勝 寺 電 車 和 み の ロ ー ド 事 業「法勝寺電車和みのロード」を整備し、案内看板を設置すること
で、法勝寺電車の果たしてきた役割や歴史を学び、地域の魅力
を再発見し、地域住民の絆を深め、活力あるまちづくりを行な
う。

100,000 80,000
尚 徳 和 み の ロ ー ド 運 営 委 員 会

が
い
な
活
動
コ
ー
ス

食 の み や こ ご 当 地 グ
ル メ フ ェ ス タ IN 米 子

「ご当地グルメ」を手段としたまちおこしとして、「食のみやこ
ご当地グルメフェスタ IN 米子」を開催することで、新しい観
光客の誘致と集客の役割を果たし、地域経済の活性化を図る。

670,000 300,000
米 子 い た だ き が い な 隊

「 加 茂 川 に か か る 橋 」 を テ ー
マ と す る 写 真 コ ン テ ス ト 事 業

加茂川にかかる、およそ75本の橋と水面の写真をとり、冊子に
まとめ発表し、その写真集を県内外の町づくり団体や観光関係
者に配布し、広く加茂川の良さをPRして散策者を増やし、賑
わいを創り出す。

367,000 231,000旧 加 茂 川・ 寺 町 周 辺 の
ま ち づ く り を 進 め る 会

花 と 緑 と 民 話 の 里 づ く り 事 業 陰田町の行者山の稜線にある、やまもも自然林までの歩きやす
い散策ルートを作り、案内板を設置し、「行者山散策」を実施し
子どもから高齢者にも利用できる里山をつくり、就将地区の優
れた歴史と自然の活用を促進し、地域を活性化させる。

330,000 220,000
就 将 の 宝　 散 策 の 会

■問合せ　市民自治推進課協働推進係（☎２３－５３７５）

とっとりの文化遺産魅力発掘プロジェクト ※各事業について、くわしくは山陰歴史館（☎２２－７１６１）まで



今
月
は
淀
江
小
学
校
か
ら
朝
の
あ

い
さ
つ
の
模
様
を
お
伝
え
し
ま
す

　

淀
江
小
学
校
で
は
「
生
活
ピ
カ

ピ
カ
委
員
会
」
が
、
町
内
各
種
団

体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と

共
に
毎
月
１
日
、
10
日
、
15
日
に

あ
い
さ
つ
運
動
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
委
員
会
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー

と
な
り
、
あ
い
さ
つ
運
動
に
不
慣

れ
な
面
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
お
手
本

に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

〈
児
童
の
感
想
よ
り
〉

　

わ
た
し
た
ち
生
活
ピ
カ
ピ
カ
委

員
会
は
、
月
に
三
回
あ
い
さ
つ
運

動
を
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
あ
い

さ
つ
運
動
を
し
た
時
は
、
は
ず
か

し
く
て
な
か
な
か
大
き
な
声
が
出

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
回
目
に
し

た
時
は
、
前
よ
り
も
大
き
な
声
が

出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
登

校
し
て
く
る
友
だ
ち
や
下
級
生
も

大
き
な
声
で
返
し
て
く
れ
た
の

で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
ん
な
に
が
ん
ば
れ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
手
本

を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、

私
た
ち
の
声
が
小
さ
か
っ
た
り
、

恥
ず
か
し
そ
う
に
し
た
り
し
て
い

る
と
優
し
く
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
こ
ん
な
優
し
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
、
こ
れ
か
ら

も
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
運
動
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

■
青
少
年
育
成
米
子
市
民
会
議

　（
☎
23
―
５
４
４
１
）

　市内の23の小学
校のあいさつ運動
の模様をお伝えす
る「えがおリレー」
は今月で最終回と
なりました。今後
も学校・地域での
あいさつの取り組
みをお願いします。

あ
い
さ
つ
啓
発
標
語　
　

み
ん
な
で
ね　

あ
い
さ
つ
し
よ
う　

い
い
気
分　
　
　
　
（
淀
江
小
学
校
）

　

米
子
市
と
米
子
市
民
生
児
童
委
員
協
議

会
は
共
同
で
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
緊
急
時
の
連
絡
先
や
日
常
生
活
上
の

困
り
ご
と
な
ど
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
調

査
対
象
者
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
と
65
歳
以
上
の

み
の
世
帯
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者

の
方
を
調
査
対
象
と
す
る
た
め
、
住
民
基

本
台
帳
の
情
報
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
担
当
の
民
生
児
童
委
員
が
お
う
か
が

い
し
ま
す
。

　

ご
回
答
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
支
援

の
必
要
な
方
の
把
握
や
日
常
の
支
援
活

動
や
、
市
の
高
齢
者
福
祉
施
策
の
基
礎

資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

緊
急
時
や
災
害
時
の
対
応
に
役
立
て
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
目
的
外
の
利
用
は
い

た
し
ま
せ
ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
調
査
の
趣
旨
を

ご
理
解
の
う
え
、
調
査
票
の
記
入
お
よ

び
提
出
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

長
寿
社
会
課

（
☎
23
―
５
１
３
２
）

米
子
市
在
宅
高
齢
者
実
態
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

鳥
取
県
で
は
、
原
子
力
発
電
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
や
防
災
・
安
全
対
策
な
ど

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
県
民
の
方
を
対
象
と
し
た
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

27
日
㈮　

午
前
10
時
30
分
～
午
後

３
時
20
分

・
島
根
県
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
（
松
江

市
内
中
原
町
）

・
島
根
原
子
力
発
電
所
（
松
江
市
鹿
島
町

片
句
）【
バ
ス
車
内
か
ら
見
学
】

集
合

▼
西
部
総
合
事
務
所　

午
前
９
時
（
解

散
：
午
後
４
時
45
分
）

▼
境
港
市
役
所　

午
前
９
時
45
分
（
解

散
：
午
後
４
時
15
分
）

応
募
締
切　

18
日
㈬
必
着

募
集
人
数　

40
人

申
込
・
問
合
せ

〒
６
８
０
―
８
５
７
０　

鳥
取
市
東
町

１
―
２
７
１　

鳥
取
県
危
機
管
理
局

原
子
力
安
全
対
策
課
（
☎
０
８
５
７
―

26
―
７
９
７
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
７

―
26
―
８
１
３
７
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

genshiryoku-anzen@
pref.tottori.

jp

）
注
意
事
項　

◎
ハ
ガ
キ
に
参
加
さ
れ
る

全
て
の
方
の
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
、生
年
月
日
を
記
入
の
う
え
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
ハ
ガ
キ
１
枚
で

２
人
ま
で
応
募
可
。
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。）

※
電
話
受
付
は
、
平
日
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時

◎
参
加
費
無
料　

◎
見
学
に
は
本
人
確

認
書
類
が
必
要
で
す
。

第
２
回
原
子
力
防
災
現
地
研
修
会
（
見
学
会
）

鳥
取
県
の
『
防
災
情
報
』
を

㈱
中
海
テ
レ
ビ
放
送
の

画
面
に
表
示
し
ま
す

　

鳥
取
県
で
は
、
大
雨
に
よ
る
土

砂
災
害
や
洪
水
の
危
険
度
が
高

ま
っ
た
と
き
に
『
防
災
情
報
』
を

発
信
し
、
市
町
村
の
防
災
活
動
や

住
民
の
方
々
へ
の
避
難
勧
告
等
の

支
援
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、『
防
災
情
報
』
の
う

ち
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」、「
土

砂
災
害
危
険
度
情
報
」
お
よ
び
「
避

難
判
断
水
位
情
報
」
の
３
つ
の
情

報
を
９
月
30
日
㈪
（
予
定
）
か
ら
、

㈱
中
海
テ
レ
ビ
放
送
が
提
供
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
表

示
し
ま
す
。
情
報
が
発
信
さ
れ
た

場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ

ル
画
面
に
防
災
情
報
が
表
示
さ
れ

ま
す
。
内
容
を
確
認
し
て
、
屋
外

の
状
況
や
避
難
指
示
・
勧
告
等
に

留
意
し
、
土
砂
災
害
や
水
害
か
ら

身
を
守
る
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
『
防
災
情
報
』
の
く
わ
し
い
内
容

は
、
鳥
取
県
防
災
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://tottori.bosai.info
）

で
確
認
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

鳥
取
県
治
山
砂
防
課

（
☎
０
８
５
７
―
26
―
７
８
１
９
）



あ
い
さ
つ
啓
発
標
語　
　

あ
い
さ
つ
で　

み
ん
な
の
笑
顔
を　

ふ
や
そ
う
よ　
　
　
　
（
淀
江
小
学
校
）

既存住宅を改修すると、固定資産税が減額される制度があります
既存住宅の改修に伴う固定資産税の減額措置については、次の３つの制度があります。
①耐震改修に伴う固定資産税の減額措置　昭和57年１月１日以前から所在する住宅に一定の要件を満たした耐震改修が行
なわれた場合、翌年度分の税額を２分の１減額（床面積120㎡分までを限度）します。
②熱損失防止改修に伴う固定資産税の減額措置　平成20年１月１日以前から所在する住宅に一定の要件を満たした熱損失
防止改修が行なわれた場合、翌年度分の税額を３分の１減額（床面積120㎡分までを限度）します。
③バリアフリー改修に伴う固定資産税の減額措置　平成19年１月１日以前から所在する住宅に一定の要件を満たしたバリ
アフリー改修が行なわれた場合、翌年度分の税額を３分の１減額（床面積100㎡分までを限度）します。
◆いずれの制度をご利用される場合でも、改修工事完了後３か月以内に手続きする必要があります。くわしくは、固定資産
税課家屋償却資産係（☎２３－５１１６）までお問い合わせください。

フレッシュタウン錦海団地　－４区画を募集－
“フレッシュタウン”錦海団地の住宅用地を分譲しています。
■１区画当りの面積　305.51㎡～307.43㎡
■分譲価格　13,118,294円～13,821,300円
■分譲の条件　

▼５年間は自らが居住する住宅の敷地以外の用途に使用できま
せん。

▼５年間は、第三者に譲渡や貸し付けはできません。

▼契約保証金として、契約時に分譲代金の１割を納付してい
ただきます。
■申込方法　所定の申込書に住民票を添えて、建設企画課（本
庁舎２階）にお申し込みください。
■受付期間　随時受付。（ただし、分譲する区画が完売したと
きは、受付を終了します。）
■譲渡人の決定　申込み順に譲渡人を決定します。
■問合せ　建設企画課総務係（☎２３－５５２９）
※くわしい内容は、「米子市ホームページ」にも掲載しています。

　米子市土地開発公社では、次のとおり一般公募により公社所有地９区
画を分譲します。
■売払物件
　所 在 地：米子市安倍371番７ほか8区画
　地 目：宅地（地盤調査済み）
　用途地域：第１種住居地域
■地積および分譲価格（諸費用は別途）
区画 面積 分譲価格 区画 面積 分譲価格
① 197.26 ㎡ 6,746,292 円 ⑦ 195.14 ㎡ 6,810,386 円
② 194.69 ㎡ 売却済み ⑧ 275.93 ㎡ 8,139,935 円
③ 279.52 ㎡ 8,245,840 円 ⑨ 219.20 ㎡ 6,006,080 円
④ 195.08 ㎡ 7,295,992 円 ⑩ 296.82 ㎡ 8,667,144 円
⑤ 196.19 ㎡ 7,141,316 円 ⑪ 288.56 ㎡ 7,993,112 円
⑥ 205.22 ㎡ 売却済み
■申込方法　土地開発公社に備付けの申込書に世帯全員の住民票の写しを添えてお申し込みください。
■譲受人の決定　申込みの先着順にて譲受人を決定します。　■申込・問合せ　米子市土地開発公社（☎２２－６３５５）

開 所発 有公 地社 を
払 い し売 ま す

秋の全国交通安全運動が始まります！
～ゆずり合う　ゆとりと笑顔　防ぐ事故～　

運動の重点　夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止（特に、反射材用品等の着用の推進および自
転車前照灯の点灯の徹底）／全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底／飲酒運転の根絶
悲惨な交通事故を減らすためには…
ドライバーと歩行者が、お互いに交通ルールを守り、交通マナーＵＰを意識しましょう。シートベルト・
チャイルドシートの正しい着用など、自分の身は自分で守ることを常に意識しましょう。
運動期間中は、交通安全の関係者が市内各所で運動を展開します。皆さん、今一度、交通安全につい
て考えてみましょう！！
９月30日は「交通事故死ゼロをめざす日」です。みんなが交通安全意識を強く持ち、事故のない日
をめざしましょう。　　　　　　　　　■問合せ　防災安全課（☎２３－５３３８）



市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
は
？

～
人
権
問
題
市
民
意
識
調
査
か
ら
～

　

米
子
市
で
は
、
昭
和
62
年
か
ら
５
年
毎

に
人
権
問
題
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
24
年
９
月
に
、
３
５
０
０

人
の
市
民
を
対
象
に
、
同
和
問
題
を
始
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
１
２
３
６
人
か
ら
回
答
を
得
ま
し

た
。
こ
の
調
査
結
果
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

◇
あ
な
た
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
か
？

　

次
の
図
は
、
こ
の
質
問
に
対
す
る
回
答

結
果
で
す
。

　
「
だ
い
た
い
守
ら
れ
て
い
る
」
と
回
答

し
た
人
が
最
も
多
く
４
９
．
９
％
、
次
い

で
「
守
ら
れ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
人
が

３
０
．
５
％
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
回

答
を
合
わ
せ
る
と
８
割
を
超
え
る
多
く
の

方
が
、
自
分
の
人
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
て
お
ら
れ
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

◇
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組

み
は
？

　

人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、「
学
校
で
の
人
権

学
習
」
が
最
も
多
く
４
９
．
５
％
と
約
半

数
を
占
め
ま
し
た
。
次
い
で
、「
不
合
理
な

格
差
を
解
消
す
る
た
め
の
施
策
」
３
６
．

２
％
、「
人
権
侵
害
を
受
け
た
人
な
ど
の
支

援
・
救
済
」
３
３
．
３
％
、「
啓
発
・
研

修
」２
９
．
４
％
、「
法
的
な
規
制
を
行
な
う
」

２
６
．
４
％
の
順
と
な
り
ま
し
た
。

◇
同
和
問
題
に
関
す
る
人
権
に
つ
い
て

　

同
和
地
区
の
人
と
の
結
婚
話
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、「
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、

結
婚
を
祝
福
す
る
」
と
い
う
回
答
が
最
も

多
く
５
３
．
３
％
あ
り
ま
し
た
。
前
回
（
平

成
19
年
度
）
調
査
よ
り
１
．
１
ポ
イ
ン
ト

増
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
和
地
区
の
人
に
対
す
る
差
別

の
存
在
に
つ
い
て
の
現
状
認
識
は
、「
差
別

は
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
」
ま
た
は

「
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
が

５
０
．
７
％
あ
り
ま
し
た
。
反
面
「
差
別

は
解
消
し
た
」
ま
た
は
「
数
年
後
に
は
解

消
す
る
」
と
回
答
し
た
人
は
２
７
．
８
％

で
し
た
。

◇
調
査
結
果
の
活
用

　

調
査
結
果
は
、
本
市
が
取
り
組
ん
で
き

た
人
権
施
策
な
ど
の
成
果
と
課
題
を
明
ら

か
に
す
る
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、「
人
権
尊
重
都
市
米
子
」
の
実
現

に
向
け
て
人
権
施
策
や
人
権
教
育
を
推
進

し
て
い
く
う
え
の
基
礎
資
料
と
し
て
有
効

に
活
用
し
ま
す
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
実
現
を
め
ざ
し
て　

一
日
も
早
い
遠
く
離
れ
た
家
族
の
再
会
を
願
い
ま
す
。<

県
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
抜
粋>

◎申込・問合せ
米子市美術館　（☎３４－２４２４）
http://www.yonagobunka.net/y-moa/

平成25年　第１回　ミュージアムスクール

ワークショップのご案内
　島根大学教育学部教授で彫刻家の藤

ふ じ た

田英
ひ で き

樹さん（伯
耆町出身）を講師に招き、島根大学教育学部美術専攻
の学生とともに、リニューアルに伴い新設された創作
広場を活用したワークショップを行ないます。
と き：22日（日）
　　　　①午前10時～正午
　　　　②午後１時30分～３時30分
ところ：米子市美術館第２展示室および創作広場
対 象：小学３年生～中学生
参加費：３００円（保険料および材料代）
※事前申込が必要です。参加ご希望の方は美術館まで
お申し込みください。



　

平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す

　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
、
国
が

５
年
ご
と
に
行
な
っ
て
い
る
重
要
な

統
計
調
査
で
、
総
務
省
統
計
局
が
市

町
村
を
通
じ
て
行
な
う
統
計
調
査
で

す
。
居
住
環
境
や
住
宅
性
能
、
土
地

の
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て
調
査

し
、
そ
の
結
果
は
、
居
住
環
境
の
改

善
、
耐
震
や
防
火
を
中
心
と
し
た
都

市
計
画
の
策
定
な
ど
に
幅
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
皆
様
に

は
、お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
の
う
え
、
ご
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

調
査
期
日　

10
月
１
日
㈫
現
在
で

実
施

調
査
対
象　

無
作
為
に
選
ば
れ
た

県
内
約
１
５
５
０
０
世
帯

調
査
内
容　

建
物
の
構
造
、
敷
地

面
積
、
建
物
・
土
地
の
保
有
状
況
、

入
居
時
期
な
ど

※
８
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
調

査
区
域
内
を
、
チ
ラ
シ
配
布
等
で

巡
回
し
て
い
ま
す
。

※
９
月
下
旬
に
、
調
査
員
が
調
査

票
の
記
入
の
お
願
い
に
該
当
世
帯

を
お
伺
い
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
、「
調
査
員
証
」
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

総
務
管
財
課
情
報
公
開

係
（
☎
23
―
５
３
２
４
）

（
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で　

土
日
祝
日
は
除
く
。）

　

米
子
市
公
会
堂
の
仮
申
込
み
の

受
付
を
開
始
し
ま
す

受
付
日
時　

10
月
２
日
㈬
午
前
９

時
～

受
付
対
象
期
間　

▼
大
ホ
ー
ル　

平
成
26
年
５
月
21

日
㈬
～
10
月
31
日
㈮
ま
で

▼
集
会
室
１
～
７
・
和
室　

平
成
26

年
４
月
１
日
㈫
～
10
月
31
日
㈮
ま
で

受
付
場
所　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

※
申
込
方
法
、
集
会
室
の
面
積
、

使
用
料
な
ど
、
事
前
に
公
会
堂
仮

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
11
月
分
の
仮
申
込
み

の
受
付
は
、
平
成
25
年
11
月
１
日

㈮
に
行
な
い
ま
す
。

問
合
せ　

公
会
堂
仮
事
務
室
（
米

子
市
文
化
ホ
ー
ル
内
）（
☎
22
―

３
２
３
６
）

問
合
せ　

〒
６
８
４
―
０
０
３
４

　

境
港
市
昭
和
町
１
１
―
１
８

（
☎
42
―
２
２
２
８
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
42

―
３
８
９
３
）

　

ね
こ
の
避
妊
・
去
勢
手
術
の
助
成

　

鳥
取
県
獣
医
師
会
で
は
、
ね
こ

の
避
妊
・
去
勢
手
術
の
助
成
を
行

な
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

所
定
の
申
込
書
で
鳥
取
県
獣
医
師

会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
総

合
案
内
、
淀
江
支
所
１
階
地
域
生

活
課
、
ふ
れ
あ
い
の
里
３
階
健
康

対
策
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

10
月
15
日
㈫
消
印
有
効

対
象　

県
内
居
住
者
１
世
帯
１
頭

助
成
予
定
頭
数　

２
０
０
頭
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

助
成
金
額　

避
妊
手
術　

４
０
０
０
円

去
勢
手
術　

２
０
０
０
円

申
込
・
問
合
せ　

鳥
取
県
獣
医

師
会
（
☎
０
８
５
７
―
53
―

４
３
０
０
）

　

米
子
市
生
活
環
境
公
社
職
員
を

募
集
し
ま
す

　

一
般
財
団
法
人　

米
子
市
生
活

環
境
公
社
で
は
、
次
の
と
お
り
職

　

10
月
６
日
は
秋
の
市
内
一
斉
清

掃
で
す
！

　

私
た
ち
が
住
む
ま
ち
の
道
路
や

河
川
、
公
共
用
排
水
路
な
ど
を
き

れ
い
に
し
、
快
適
で
住
み
良
い
ま

ち
に
し
ま
し
ょ
う
。
実
施
日
は
地

区
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
、
各
地

区
の
「
環
境
を
よ
く
す
る
会
」
か
、

環
境
政
策
課
（
☎
23
―
５
２
５
９
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

終
戦
当
時
の
引
揚
者
お
よ
び
そ

の
ご
家
族
の
方
々
へ
―
通
貨
・
証

券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
―

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
て

こ
ら
れ
た
方
が
、上
陸
港
の
税
関
、

海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証

券
な
ど

○
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総
領

事
館
、
日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預

け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う

ち
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば

か
り
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も

結
構
で
す
。お
心
あ
た
り
の
方
は
、

上
陸
港
を
所
轄
す
る
税
関
ま
た
は

境
税
関
支
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

く
ら
し
の情

報

員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数

技
術
職
員
Ａ
・
５
人

技
術
職
員
Ｂ
・
11
人

職
務
内
容　

技
術
職
員
Ａ
は
米
子
市

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
処
理
施

設
）
の
運
転
業
務
な
ど
に
、
技
術
職

員
Ｂ
は
米
子
市
下
水
処
理
施
設
の
運

転
業
務
な
ど
に
従
事
し
ま
す
。

応
募
資
格

技
術
職
員
Ａ　

昭
和
27
年
３
月
２

日
か
ら
平
成
８
年
２
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
、
計
装
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
、
機
械
、
電
気

い
ず
れ
か
の
業
務
経
験
５
年
以
上

（
ま
た
は
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
経
験

の
通
算
合
計
が
５
年
以
上
）
を
有

す
る
方

技
術
職
員
Ｂ　

昭
和
26
年
12
月
２

日
か
ら
平
成
８
年
２
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
、
計
装
、
機
械
、

電
気
い
ず
れ
か
の
業
務
経
験
５
年

以
上
（
ま
た
は
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務

経
験
の
通
算
合
計
が
５
年
以
上
）

を
有
す
る
方
で
、
普
通
自
動
車
を

運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
免
許

（
Ａ
Ｔ
限
定
を
除
く
。）
の
あ
る
方

試
験
日
・
科
目

第
１
次
試
験　

10
月
16
日
㈬
・
教

養
、
作
文
。
場
所
は
別
途
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

第
２
次
試
験　

11
月
中
旬
・
面
接
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
川
や
海
を
き
れ
い
に
し
よ
う



く
わ
し
く
は
、
第
１
次
試
験
合
格

者
に
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

採
用
時
期

技
術
職
員
Ａ　

平
成
26
年
２
月
～

平
成
27
年
３
月
ま
で
の
間
に
順
次

技
術
職
員
Ｂ　

平
成
26
年
２
月
～

平
成
26
年
12
月
ま
で
の
間
に
順
次

申
込
受
付
期
間　

９
月
６
日
㈮
～

20
日
㈮
ま
で
（
た
だ
し
、
土
・
日
、

祝
日
を
除
き
ま
す
。）

受
験
案
内
・
受
験
申
込
書
の
受
取
・

問
合
せ　

一
般
財
団
法
人　

米
子

市
生
活
環
境
公
社
事
務
局　

米
子

市
中
町
20
番
地　

市
役
所
旧
庁
舎

３
階
（
☎
22
―
４
９
２
０
）

　

自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
各
種
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
種
目
・
試
験
日
（
１
次
試
験
）

▼
防
衛
大
学
校
生
（
推
薦
）

　

９
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

▼
防
衛
大
学
校
生
（
総
合
）

　

９
月
28
日
㈯

※
受
付
期
間
は
い
ず
れ
も
、
９
月

５
日
㈭
～
９
日
㈪

▼
防
衛
大
学
校
生
（
一
般
前
期
）

　

11
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

▼
防
衛
医
科
大
学
校

　

11
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

▼
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
生

　

10
月
19
日
㈯

※
受
付
期
間
は
い
ず
れ
も
、
９
月

５
日
㈭
～
30
日
㈪

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地

域
事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

淀
江
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

短
期
絵
手
紙
講
座
「
は
じ
め
て
描

く
、
楽
し
い
絵
手
紙
」

と
き　

10
月
１
日
㈫
～
11
月
19
日

㈫
（
全
８
回
、
毎
週
火
曜
日
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
淀
江
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

募
集
人
員　

10
人

講
師　

伊い
ざ
わ澤

美み

き

こ

樹
子
さ
ん

受
講
料　

無
料
（
材
料
費
は
実
費

が
必
要
）

対
象
者　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
講

座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
※
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限　

９
月
13
日
㈮
必
着

申
込
・
問
合
せ　

〒
６
８
９
―

３
４
０
２　

米
子
市
淀
江
町
淀
江

１
１
１
０
―
１　

米
子
市
淀
江

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
56
―

５
４
６
７
）

　

米
子
サ
ン･

ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

書
道
教
室　

生
徒
募
集

と
き　

14
日
㈯
か
ら　

毎
月
１
回

第
２
土
曜
日　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

米
子
サ
ン
・
ア
ビ
リ

テ
ィ
ー
ズ　

多
目
的
室

定
員　

８
人
（
障
が
い
者
・
介
助

者
・
同
伴
者
）

受
講
料　

無
料
（
書
道
用
具
一
式

は
各
自
が
持
参
、
作
品
展
の
際
は

表
装
・
額
な
ど
の
実
費
負
担
あ
り
。）

受
付
開
始　

３
日
㈫
（
先
着
順
）

講
師　

西に
し
む
ら村

洋よ
う
こ子

さ
ん

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日

が
祝
日
・
振
替
休
日
の
場
合
は
翌

日
の
火
曜
日
）

申
込
・
問
合
せ　

米
子
サ
ン･

ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
（
☎
23
―

０
６
９
９
）

　

一
般
公
開
健
康
講
座（
第
29
回
）

と
き　

19
日
㈭　

午
後
２
時
～
３

時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
最
近
手
が
こ
わ
ば
り
、

指
の
関
節
が
痛
む
。
も
し
か
し
て

私
リ
ウ
マ
チ
か
も
？　

―
関
節
リ

ウ
マ
チ
の
最
新
の
診
断
か
ら
治
療

ま
で
―
」

講
師　

瀧
田
整
形
外
科
医
院　

院

長　

瀧た
き
た田

寿と
し
ひ
こ彦

さ
ん

※
入
場
無
料　

申
込
不
要

問
合
せ　

㈳
鳥
取
県
西
部
医
師
会

（
☎
34
―
６
２
５
１
）

　

米
子
医
療
セ
ン
タ
ー　

が
ん

フ
ォ
ー
ラ
ム

と
き　

23
日
㈪
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー　

ビ
ッ
グ
シ
ッ
プ　

国

際
会
議
室

テ
ー
マ　
「
膵す

い

ぞ
う
っ
て
知
っ
て

ま
す
か
」

講
演
１　
「
糖
尿
病
で
が
ん
が
増

え
る
!?
」
～
２
型
糖
尿
病
と
発
が

ん
の
関
係
に
つ
い
て
～

米
子
医
療
セ
ン
タ
ー　

診
療
部
長

　

糖
尿
病
・
代
謝
内
科　

木き
む
ら村

真ま

り理
さ
ん

講
演
２　
「
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し

い
膵
ぞ
う
が
ん
に
つ
い
て
」

米
子
医
療
セ
ン
タ
ー　

外
科
医
長

　

奈な

か賀
卓た

く
じ司

さ
ん

質
問
時
間　

事
前
に
寄
せ
て
い
た
だ

い
た
質
問
に
講
演
者
が
返
答
し
ま
す
。

※
入
場
無
料　

申
込
不
要

問
合
せ　

米
子
医
療
セ
ン
タ
ー

地
域
医
療
連
携
室
（
☎
37
―

３
９
３
０
）

　

第
13
回
ふ
れ
あ
い
の
里　

健
康

講
座

と
き　

26
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

１
時
間
程
度

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

４
階

中
会
議
室

テ
ー
マ　

ス
ト
レ
ス
と
肩
こ
り
・

腰
痛

講
師　

博
愛
病
院　

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科　

技
師
長　

谷た
に
ぐ
ち口

慎し
ん

二じ

さ
ん

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

※
席
に
制
限
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ふ
れ
あ
い
の
里
１
階　

総
合
案
内
（
☎
23
―
５
４
９
１
）

「
男
と
女
生
ま
れ
変
わ
る
な
ら
ど
っ
ち
が
い
い
？
」
ど
っ
ち
で
も
い
い
と
言
え
る
社
会　
　
　

一
般
応
募
作
品

両
手
の
こ
わ
ば
り
や
痛
み
を
感
じ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
関
節
リ
ウ

マ
チ
は
放
っ
て
お
く
と
関
節
が
壊
れ

て
し
ま
う
病
気
で
す
。
以
前
は
不
治
の

病
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
し
い

リ
ウ
マ
チ
の
診
断
基
準
と
最
新
の
お

薬
に
よ
り
早
期
に
診
断
し
て
適
切
に

治
療
す
れ
ば
関
節
が
壊
れ
る
の
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
も
う
リ
ウ
マ
チ
は
怖
い
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
悩
ま
な
い
で
リ
ウ
マ
チ

専
門
医
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

最
新
の
診
断
か
ら
治
療
ま
で
を
い
っ

し
ょ
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
ス
ト
レ
ス
は

腰
痛
の
原
因
に
な
る
と
い
う
報
道
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
健
康
講
座

で
は
心
の
状
態
と
体
調
に
つ
い
て
、

特
に
筋
肉
の
凝
り
や
痛
み
の
関
係
に

つ
い
て
簡
単
に
お
話
い
た
し
ま
す
。



　
『
労
働
セ
ミ
ナ
ー
』
を
実
施
し
ま
す

①
知
ら
な
き
ゃ
ト
ラ
ブ
る
！
法
改

正
の
ポ
イ
ン
ト
と
実
務

内
容　

有
期
雇
用
の
ル
ー
ル
、
高

年
齢
者
の
継
続
雇
用
制
度
な
ど

と
き　

10
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　

特
定
社
会
保
険
労
務
士　

安や
す
か
た酸

早さ
な
え苗

さ
ん

②
事
例
か
ら
学
ぶ
！
労
務
管
理
の

あ
れ
こ
れ

内
容　

最
近
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
か

ら
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

と
き　

17
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　

特
定
社
会
保
険
労
務
士　

山や
ま
し
た下

靖や
す
お夫

さ
ん

と
こ
ろ　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー　

ふ
れ
あ
い
の
里　

中

会
議
室
１

※
参
加
無
料
、
要
申
込
（
当
日
参

加
も
可
能
で
す
が
、
資
料
準
備
の

た
め
申
込
み
が
必
要
で
す
。）

申
込
・
問
合
せ　

鳥
取
県
中
小
企

業
労
働
相
談
所「
み
な
く
る
米
子
」

米
子
市
東
町
１
８
９
―
２　

☎
31

―
８
７
８
５
（
平
日
の
午
前
９
時

30
分
～
午
後
６
時
）

　

第
34
回
米
子
市
福
祉
の
つ
ど
い

～
１
０
０
０
人
ウ
ォ
ー
ク
～

　

障
が
い
の
あ
る
方
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

加
茂
川
沿
い
を
共
に
歩
き
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

と
き　

29
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
前

コ
ー
ス　

加
茂
川
沿
い
彫
刻
ロ
ー

ド
～
湊
山
公
園
自
由
広
場

申
込
締
切　

10
日
㈫

※
雨
天
の
場
合
は
、
会
場
を
「
ど

ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子
市
民
体
育

館
」
に
変
更
し
ま
す
。

問
合
せ　

米
子
市
福
祉
の
つ
ど
い

事
務
局　

福
祉
の
つ
ど
い
専
用

電
話
（
０
９
０
―
２
０
０
４
―

８
０
７
６
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
37
―
３
８
５
５

　

ふ
れ
あ
い
の
里
の
運
動
機
器
を

開
放
し
ま
す

　

日
常
の
運
動
習
慣
の
き
っ
か
け

作
り
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
の
里
２

階
の
運
動
機
器
を
次
の
日
程
で
開

放
い
た
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
ア
ド
バ

イ
ス
も
い
た
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
。
た
だ
し
、
介
護
認
定
の
あ
る

方
は
除
く
。

※
来
場
者
数
が
多
数
に
な
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
運
動
機

器
の
使
用
は
譲
り
合
い
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

※
利
用
料
無
料
、
申
込
不
要

９
月
開
放
日
時

９
日
㈪
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

13
日
㈮
午
後
２
時
～
４
時

25
日
㈬
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

30
日
㈪
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

問
合
せ　

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―

５
１
３
２
）

　
「
米
子
鬼
太
郎
空
港
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３
」

と
き　

28
日
㈯
午
前
10
時
～
午

後
３
時

と
こ
ろ　

米
子
鬼
太
郎
空
港
（
境

港
市
佐
斐
神
町
１
６
３
４
番
地
）

※
公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す

　

第
２
回
「
中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
」
開
催
！
！

　

指
定
部
門
・
自
由
部
門
の
二
部

門
に
分
け
て
、
中
国
語
の
発
音
や

表
現
・
文
章
力
を
競
う
コ
ン
テ
ス

ト
で
す
。
ぜ
ひ
応
援
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
き　

29
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
４
階

４
０
１
会
議
室

問
合
せ　

市
民
自
治
推
進
課
（
☎

23
―
５
３
７
４
）

　

第
39
回
親
子
体
力
づ
く
り
大
会

と
き　

10
月
14
日
㈪
体
育
の
日

受
付　

午
前
８
時
30
分
か
ら　

と
こ
ろ　

ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子

市
民
体
育
館

対
象　

未
就
学
の
幼
児
（
３
～
６

歳
）
と
保
護
者
の
方
で
す
。

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―

５
４
２
６
）

　

第
72
期
ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子

水
泳
教
室

期
間　

10
月
１
日
㈫
～
12
月
31
日
㈫

対
象　

幼
児
（
４
歳
～
６
歳
）、

小
学
生
、
18
歳
以
上
の
方

申
込
期
間　

９
日
㈪
～
14
日
㈯

問
合
せ　

ど
ら
パ
ー
米
子
水
泳
場

（
☎
32
―
３
０
３
１
）

　

米
子
駐
屯
地
創
設
63
周
年
記
念

行
事
の
ご
案
内

　

記
念
式
典
・
パ
レ
ー
ド
、
模
擬

戦
、
訓
練
展
示
、
野
外
売
店
・
野

点
、
子
供
広
場
、
装
備
品
展
示
、

自
衛
隊
車
両
体
験
試
乗
、
野
外
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ

く
さ
ん
。
駐
屯
地
を
一
般
開
放
し

て
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
い

た
し
ま
す
。

と
き　

10
月
６
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
３
時

と
こ
ろ　

陸
上
自
衛
隊
米
子
駐
屯

地
（
米
子
市
両
三
柳
２
６
０
３
）

※
駐
屯
地
周
辺
に
臨
時
駐
車
場
を

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ　

米
子
駐
屯
地
広
報
室

（
☎
29
―
２
１
６
１
㈹
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w
.

m
od.go.jp/gsdf/m

ae/13b/
yonago/

Ｅ
メ
ー
ル
：flir_pr-8i-13b-

m
a@

inet.gsdf.m
od.go.jp

ち
ゃ
ん
で
も
な
い　

君
で
も
な
い
さ　

さ
ん
が
い
い　
　
　

一
般
応
募
作
品

今年のオータムジャンボ宝くじ
１等・前後賞合わせて

３億９千万円でサンキューオータム
■発売期間　20日（金）～10月11日（金）
■抽 選 日　10月18日（金）
この宝くじの収益金は市町村の明るい
まちづくりや環境対策、高齢化対策な
ど地域住民の福祉向上のために使われ
ます。

８月30日（予定）から
『特別警報』の発表を開始します
重大な災害による危険性が高まっている
ことをお知らせし、特別な警戒を呼び掛
けるために、新たに「特別警報」を発表
します。特別警報についてくわしくは、
気象庁ホームページ（http://www.jma.
go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-
keiho/index.html）でご確認ください。
■問合せ　気象庁鳥取地方気象台防災業
務課（☎０８５７－２９－１３１３）



分
か
ち
あ
い　

と
も
に
未
来
へ　

み
な
主
役　
　
　

一
般
応
募
者

下水道施設見学会を開催します
　９月10日は「下水道の日」です。安倍にある内浜処理場で施
設見学会を開催します。参加費は無料ですので、お誘い合わせ
のうえご来場いただきますようご案内します。
■とき　10日（火）午前の部：午前10時～、午後の部：午後２時～
※ 10分前までに内浜処理場正面玄関前に集合してください。
※所要時間は、１時間程度です。
■ところ 　内浜処理場（米子市安倍３００番地）
注意事項 　 

（１）内浜処理場内には駐車スペースは十分ありますが、複数で
参加を希望される方は乗り合わせのうえ、ご来場ください。

（２）処理場内は危険箇所も多数ありますので、係員の誘導に従っ
てください。

（３）短時間ではありますが、歩きやすい履物でお越しください。
■問合せ　下水道営業課（☎３４－１３８７）

「だんだんサミットPresents島根スサノオマジッ
クｖｓ京都ハンナリーズ」40組80名をご招待

　中海・宍道湖・大山圏域市長会（だんだんサミット）では、「だ
んだんサミット Presents 島根スサノオマジック vs 京都ハンナ
リーズ」（公式戦）にペア40組80名をご招待します。希望され
る方は次の要領でお申し込みください。
■と き　10月20日（日）午後１時　試合開始
■ところ　安来市民体育館（安来市安来町１３３７－１）
■応募方法　観戦ご希望の方は、郵便番号、住所、代表者氏名、
電話番号をご記入のうえ、メール、ＦＡＸ、ハガキのいずれかの方
法で、中海・宍道湖・大山圏域市長会事務局までご応募ください。
■応募締切　９月30日（月）必着
■当選発表　当選された方には事務局より観戦チケットを郵送
いたします。当選発表は発送をもってかえさせていただきます。
■応募先　〒６９０－８５４０　松江市末次町８６番地　中海・宍
道湖・大山圏域市長会事務局（☎０８５２－５５－５０５６、ＦＡＸ
０８５２－５５－５０５８、Ｅメール：nakaumi@web-sanin.co.jp）

伯耆の国よなご文化創造計画（後期計画）（案）
に対するご意見を募集します
　米子市では、「人を大切にし、豊かな心と文化を育むまちづく
り」を目指し、平成17年度から平成31年度までの15年間を計
画期間とする「伯耆の国よなご文化創造計画（基本計画）」を策
定し、事業の推進に努めているところです。
　このたびその内容を見直し、「伯耆の国よなご文化創造計画（後
期計画）」を策定することとしましたので、その案について次の
とおり広く市民の皆さんのご意見を募集します。
　いただいたご意見 ･ ご提案については、個別に回答はしませ
んが、市の考え方を添えて後日公表します。
■募集期間　２日（月）～30日（月）
■資料の閲覧方法　米子市ホームページでご確認いただくか、
次の閲覧資料設置場所でご確認ください。
【閲覧資料設置場所】　教育総務課（市役所第２庁舎２階）、淀江
支所市民生活課、行政窓口サービスセンター、各公民館
■提出方法　文書（様式自由）で教育総務課までご持参いただく
か、郵送、ＦＡＸ、またはＥメールにて提出してください。
■提出先・問合せ　〒６８３－８６８６　米子市東町１６１番地
２　米子市役所第２庁舎２階　教育総務課（☎２３－５４２０、Ｅ
メール：kyouikusoumu@city.yonago.lg.jp）

写真講座・写真撮影会 inよどえ
　現在作品を募集している「淀江の魅力再発見！フォトコンテ
スト 2013」の一環として、『写真講座・写真撮影会 in よどえ』
を開催します。講座のみ、撮影会のみの参加も可能です。参加
には事前の申込みが必要です。
写真講座
　写真撮影初心者を対象とした写真講座です。「写真の楽しみ方・
構図のとり方」などを教えていただきます。参加費無料。
■とき　10月５日（土）午前10時～正午（午前９時30分受付）
■ところ　米子市淀江文化センター（さなめホール）２階　第２
会議室
写真撮影会
　よどえの風景を使って写真を撮影するフィールドワークです。
参加費無料。（雨天決行）
■とき　10月５日（土）午後１時30分～４時30分（午後1時受付）
■集合場所　米子市淀江文化センター（さなめホール）
☆いずれも
■講師　石

い し ま る

丸なつ子さん（サークルＵ）
■定員　各30人（先着順）
　くわしくは市役所などに設置のチラシまたは米子市ホーム
ページでご確認ください。
■応募・問合せ　淀江支所よどえまちづくり推進室（☎５６－
３１６４）

「鳥取県雇用創造協議会」からのお知らせ
「とっとり雇用創造未来プラン」の県内在住の求職活動中の方を
対象とした「人材育成研修」の受講者を募集します。
『観光関連産業人材育成研修（第２回）』

■研修期間　10月３日（木）～12月13日（金）
※午前９時30分～午後４時30分（土・日・祝日、休講日を除く。）
■研修会場　日本海情報ビジネス専門学校
■研修内容　観光概論、英会話、ハングル、ワード、エクセル、
ビジネスマナー等
■定員　15人
■申込締切　９月13日（金）必着
■選考（面接）日　９月20日（金）
■選考（面接）場所　日本海情報ビジネス専門学校

『事務関連産業・部門人材育成研修　経理部門コース（中級）』
■研修期間　10月30日（水）～平成26年２月27日（木）
※午前９時30分～午後４時30分（土・日・祝日、休講日を除く。）
■研修会場　日本海情報ビジネス専門学校
■研修内容　商業・工業簿記、税務会計、社会保険、ビジネス
文書、表計算、会計ソフト実習、ビジネスマナー等
■定員　15人
■募集期間　９月13日（金）～10月15日（火）※ 必着
■選考（面接）日　10月21日（月）
■選考（面接）場所　日本海情報ビジネス専門学校

■問合せ　鳥取県雇用創造協議会　西部支部（☎２４－１２３８）

国民年金の保険料は、忘れずに納めましょう
「保険料は便利な口座振替をおすすめします！」
①毎月、金融機関等に出向くことがなくなり便利です。…夜間
や土日などのお時間しかとれない方には、手間いらずです。
②通帳が家計簿や領収書代わりになって便利です。…引き落と
しのつど「ネンキン」等と記帳されますのでキチンと整理でき
ます。
●「さらに、口座振替による早割にすると保険料が50円割引さ
れお得です。」
　通常の口座振替の振替日は翌月末ですが、届出により、当月
末日振替にすると毎月50円の割引がありお得です。（早割とい
います）。
※初回のみ２か月分振替させていただきます。
※保険料の一部免除の承認を受けている方は、早割の対象とな
りません。
●「申し込み手続きについては・・・」
　口座振替のお申し込みは、年金事務所または口座をお持ちの
金融機関・ゆうちょ銀行の窓口で手続きを行なっていただくか、
申込用紙を年金事務所へ郵送してください。
■問合せ　市役所保険年金課年金係（☎２３－５１４２）
　　　　　米子年金事務所（☎３４－６１１１）



米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額 建築
年度棟 号

上福原
住 宅

皆生温泉
４丁目

56R2 102 中層耐火
５ 階 建 3DK 16,200円

～31,800円 S56
（高齢者等優先）

富 益
住 宅 大 崎

57R2 104 中層耐火
４ 階 建 3DK 16,300円

～32,000円 S57
（高齢者等優先）

安倍彦名
住 宅 彦名町 62R1 402 中層耐火

４ 階 建 3DK 18,000円
～33,800円 S62

安倍彦名
住 宅 彦名町 1R1 202 中層耐火

４ 階 建 3DK 18,200円
～32,800円 H1

■入居者の資格　
　現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事実上
婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む。）がある方。ただし、
生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身でのお申込みが
可能です。／世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方／
現に住宅に困窮していることが明らかな方／米子市税などの滞納が
ない方／暴力団員でないこと
■高齢者等優先入居
　60歳以上の方、心身に障がいのある方については、優先入居（応
募者数が複数の場合は公開抽選）の制度があります。それぞれ条件が
ありますので、くわしくは、お問い合わせください。
■申込受付期間　２日（月）～６日（金）
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類
　住宅申込書のほか、申込理由により添付書類が必要となる場合
があります。添付書類については、建築住宅課にご確認ください。
住宅申込書は建築住宅課、淀江支所地域生活課にあります。※ 米
子市に住民登録されている方は、住民票の提出は必要ありません。
■入居選考方法　10日（火）公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　10月１日（火）
※次回の市営住宅入居者募集は 10月１日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。相談無料、予約不要。 ▼ 10
日（火）、10月10日（木）午後１時～４時／市役所第２庁舎１階
相談室／問人権政策課（☎２３－５４１５）※鳥取地方法務局米
子支局（☎２２－６１６１）では、毎日人権相談に応じています。
■行政相談

国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員が
相談に応じます。予約不要。 ▼９日（月）、27日（金）、10
月４日（金）／市役所本庁舎４階402会議室。いずれも午
後１時～４時／問市民相談課（☎２３－５３７８）
■多重債務・ヤミ金融等相談会

多重債務やヤミ金融等について、弁護士や司法書士等
が無料で相談に応じます。１件30分、要予約。 ▼ 19
日（木）午後１時30分～４時／米子コンベンションセン
ター／毎月開催／問鳥取県西部消費生活相談室（☎３４－
２６４８）・米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）
■米子市消費生活相談室

買物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリング・
オフなど消費生活に関する相談に応じます。 ▼平日午前８
時30分～午後５時／消費生活相談室（市役所本庁舎１階）
／問米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）
■法律相談センター米子

法律に関する困りごと、多重債務、クレジット、消費者
金融などについて、弁護士が相談に応じます。１件30分
５千円。※ただし、多重債務（クレジット、消費者金融）
の相談は無料、要予約。 ▼毎週火曜日の午後３時～７時／
米子天満屋５階（受付：平日午前９時～午後５時）／問鳥取
県弁護士会米子支部（☎２３－５７１０）
■心配ごと相談・法律相談
●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、
相談員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、無料。

▼毎週月・水・金曜日（祝日・休日および年末年始は除く。
ただし、月・水曜日が祝日・休日の場合はその翌日）の
午前10時～午後３時／ふれあいの里１階
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、費用2,000
円、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日（年末年始は除く。月曜日が
祝日・休日の場合はその翌日）午後１時～３時／ふれあいの里１
階／毎週月・水・金曜日の午前10時～午後３時に、電話（☎２２
－７８３０）で予約／問米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）
■鳥取県行政書士会無料相談

相続・遺言・成年後見・交通事故・外国籍の方の在留（ビ
ザ）・帰化など、行政書士が無料で相談に応じます。予約
不要。 ▼ 14日（土）、10月12日（土）午前10時～午後２時
／イオン米子駅前店４階男女共同参画センター会議室／
問鳥取県行政書士会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）
■家庭児童相談室

児童の養育、ひとり親家庭、ＤＶなどの相談に応じます。
／問こども未来課家庭児童相談室（市役所本庁舎１階、
☎２３－５１３８・５１７６）

■不動産無料相談
民法、借地借家関係、宅建業法、登記、物件、鑑定など、不
動産取引全般に関することについて、無料で相談に応じま
す。 ▼ 11日（水）午前10時～午後３時／米子食品会館（旗ヶ
崎２０３０）／問公益社団法人全日本不動産協会鳥取県本部

（☎０８５７－２９－５４１１、ＦＡＸ０８５７－２９－５４２２）

■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先男

女
と
も　

特
徴
活
か
し　

生
き
る
道　
　
　

一
般
応
募
者

日常の生活の中で起こり得るトラブルについて「近所のトラブルと
その対応」というテーマで具体的な事例を取り上げ、解決の指針に
なるようわかりやすくお話します。また、生活に関する法的な問題
について無料法律相談を行ないます。
と　き　10月５日（土）　
ところ　米子市福祉保健総合センター「ふれあいの里」４階会議室

▼消費生活セミナー「近所のトラブルとその対応」
時 間　午後１時30分～午後３時
講 師　島根大学大学院法務研究科教授　野

の む ら

村泰
や す ひ ろ

弘さん
定 員　40人　　※入場無料・申込不要

▼無料法律相談
時 間　午後３時～５時
相談員　島根大学大学院法務研究科教員・弁護士
※大学院生が補助員として同席します。
定 員　８人（１人30分程度※要予約・定員になり次第締め切ります。）
申込・問合せ　市民相談課（☎２３－５３７８、ＦＡＸ２３－５３９１、
Ｅメール：shiminsodan@city.yonago.lg.jp）

第59回鳥取県消防ポンプ操法大会の結果
平成25年７月７日（日）に鳥取県消防学校（米子市流通町1350）
において開催された、第59回鳥取県消防ポンプ操法大会におい
て、米子市消防団は昨年に続き好成績をあげました。
・「小型ポンプ操法の部」　優勝　米子市消防団福生東分団
・「ポンプ車操法の部」　準優勝　米子市消防団成実分団
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■申込・問合せ　
　健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
　錦町一丁目「ふれあいの里」３階

お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

■ところ　米子市福祉保健総合センター（ふれあいの里３階）
■受　付　午後１時～２時（接種開始は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場合
は、翌月以降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手帳
がないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」の
冊子を読んできてください。体温は接種会場で測ります。

対 象 児 接 種 日
H25年３月23日～ H25年４月12日生 ９月12日（木）
H25年４月13日～ H25年４月25日生 ９月25日（水）
H25年４月26日～ H25年５月10日生 10月10日（木）

生後５か月で接種します。生後12か月未満で接種を受けてい
ない方も受けてください。（平成25年４月から、対象年齢が
12か月未満に変更となりました。）

９月10日～16日
わが国では、自ら命を絶たれる方の数が、平成10年に３万
人を超えてから、以後その水準で推移しています。以前は、
高齢者の自殺が大きな課題となっていましたが、近年は働き
盛りの中高年や若者の自殺の増加も大きな課題となっていま
す。米子市でも平成10年以降、１か月に２人～３人の方が亡
くなっておられ、ご家族を始め地域や仲間などの深い悲しみ
となっています。

気づき 傾聴 つなぎ 見守り
家族や仲間の変
化に気づいて、

声をかける

本人の気持ち
を尊重し、耳

を傾ける

早めに専門家
に相談するよ

う促す

温かく寄り添い
ながら、じっく

りと見守る

■こころの相談窓口　健康対策課（☎２３－５４５２）／西部
総合事務所福祉保健局（☎３１－９３０４）/ 鳥取県立精神保
健福祉センター（☎０８５７－２１－３０３１）

まずは、声をかけることから始めてみませんか？
あなたにもできる自殺予防の第一歩

ブックスタートボランティアスタッフ募集
　米子市では６か月健診の時に、ブックスタートとして絵本
のプレゼントと絵本の読み聞かせを行なっています。赤ちゃ
んに絵本の読み聞かせを行なっていただける方を募集しま
す。ご希望の方は健康対策課（☎２３－５４５１）までご連絡
ください。見学もできますので、その場合もご連絡ください。

JICAボランティアを募集します
　青年海外協力隊・シニア海外ボランティアの平成25年度秋募集
を実施し、体験談・説明会を行ないます。鳥取・島根会場は次の
とおりです。参加費無料・予約不要・入退室自由ですので、お気
軽にご参加ください。

期日 区分 開催日時 場所

９月28日（土）
シニア 午後１時から 松江テルサ

研修室１青年 午後３時から

10月６日（日）
シニア

午後２時30分から
とりぎん文化会館
第２会議室青年

■募集期間　10月１日（火）～11月５日（火）
■問合せ　JICA 中国　ボランティア係（☎０８２－４２１－
６３０５、ＦＡＸ０８２－４２０－８０８２、Ｅ－メール : jicacic-
jocv@jica.go.jp、ホームページ :http://www.jica.go.jp）

美水の郷秋
しゅう

麗
れ い

ウオーク
 “名水と健康と歴史のまち　よどえ”や“むきばんだ史跡公園”
を舞台にしたウオーキングの大会です。
　伯耆古代の丘公園を発着する「よどえまちなか」「美水の郷」「む
きばんだ」の３コースと、むきばんだ史跡公園内を巡る“むきぱ
んだを探せ！ラリー”を実施します。
　参加するには事前の申込みが必要です（“むきぱんだを探せ！ラ
リー”は当日受付のみ）。くわしくは市役所などに設置のチラシま
たは米子市ホームページでご確認ください。
■とき　23日（月・祝）
■申込・問合せ　淀江支所よどえまちづくり推進室（☎５６－
３１６４）

平成25年度（第49回）

■期日　６月３日（月）～11月18日（月）　年間11回
　　　　午後２時～４時（開場：午後１時30分）
■会場　米子市文化ホール　メインホール
■申込方法　講座開催日に、会場でお申し込みください。※ 電話
申込みはできません。※【公開講座】は申込不要です。
■受講料　年間1,000円　※初めて受講される日に、会場受付で
お支払いください。■問合せ　生涯学習課（☎２３－５４４４）
★９月・10月の講座

とき 内 容
９月９日（月）
【公開講座】

「米子市美術館開館30年のあゆみ」
米子市美術館　主任学芸員　喜

き た む ら

多村　聡
さ と し

史さん

９月30日（月）
「最近の子ども事情と地域の役割」
認定こども園鳥取短期大学附属幼稚園・保育園
園長　中

な か し ま

嶋　邦
く に ひ こ

彦さん

10月７日（月）
「楽しくなる音楽講座
－明治・大正・昭和の音楽をあなたと－」
鳥取短期大学教授　白

し ら い し

石　由
ゆ み こ

美子さん
10月21日（月）
【公開講座】

「旅の力　－楽しく旅行をするためのヒント－」
一般社団法人　日本旅行業協会中四国支部
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結核・肺がん検診日程
月 日 と こ ろ と き

９月24日
（火）
春 日

下新印・小笹弘美氏宅南側空地 午前９時10分～９時20分
赤井手公民館 午前９時40分～10時
一部公民館 午前10時20分～10時30分
水浜・宝善院駐車場 午前10時50分～11時
八幡神社 午前11時20分～11時30分
春日公民館 午後１時～１時20分
豊田公民館 午後１時40分～１時50分
十日市公民館 午後２時～２時10分

９月25日
（水）
福米東

勤労青少年ホーム 午前10時10分～10時50分
米原・恩部事務所前駐車場 午前11時20分～11時40分
福米東公民館 午後１時10分～１時40分
天満屋前駐車場 午後２時10分～２時40分
米子信用金庫本店駐車場 午後３時～３時20分

９月27日
（金）
河 崎

河崎団地集会所 午前９時10分～９時50分
松本鍼灸整骨院隣 午前10時10分～10時30分
河崎四軒屋バス停横空地 午前10時50分～11時10分
芝谷・磯村一義氏宅前 午前11時30分～11時50分
伯母山会館 午後１時20分～１時40分
河崎公民館 午後２時～２時30分
ふれあいの里 午後３時～３時50分

10月１日
（火）
成 実

宗像駐車場（元集会所前） 午前９時40分～９時50分
宗像ニュータウン集会所 午前10時～10時10分
日原・平木フトン店 午前10時20分～10時30分
グリーンヒルズ日原公民館 午前10時40分～11時
赤井錦鯉センター 午後１時～１時30分
新山公民館 午後１時50分～２時
農家の店しんしん米子店駐車場 午後２時20分～２時50分
成実公民館 午後３時～３時20分

10月２日
（水）
尚 徳

上安曇公民館 午前９時30分～９時50分
別所公民館 午前10時10分～10時40分
大袋公民館 午前11時～11時20分
大谷公民館 午後１時～１時20分
尚徳公民館 午後１時40分～２時10分

10月７日
（月）
福生東

虎亀電工駐車場 午前８時50分～９時10分
福生体育館 午前９時30分～10時
福生３区公民館 午前10時10分～10時20分
福生東公民館 午前10時40分～11時20分
かんぽの宿皆生 午後１時～１時20分

巌 今在家公会堂 午後２時～２時30分
箕公民館 午後２時40分～３時

10月８日
（火）

巌

近畿薬品米子営業所 午前９時～９時20分
浦津公民館 午前９時30分～９時50分
米子松蔭高等学校正門前時計台 午前10時10分～10時30分
巌公民館 午前10時40分～11時40分
上蚊屋公民館 午後１時～１時20分
熊党・繒原幸夫氏宅裏 午後１時40分～２時

大高 大高公民館 午後２時30分～３時
■対象者　 ▼ 胸部レントゲン検査…40歳 以 上 の 方　 ▼「た
ん」の検査… ① 50歳 以 上 で 喫 煙 指 数（１日 本 数×年 数 ）が
600以 上 の 方（ 元 喫 煙 者 含 む。） ② 40歳 以 上 で６か 月 以 内 に
血 た ん の あ っ た 方　■自己負担金　 市 民 税 課 税 世 帯 の 方
…300円（ た ん の 検 査 は900円 追 加 ）、70歳 以 上 の 方・ 市
民 税 非 課 税 世 帯 の 方 …100円（ た ん の 検 査 は300円 追 加 ）、
生活保護世帯の方…いずれも無料　■受診券　受診される際には、
健診受診券の中にある「結核・肺がん検診受診券」を必ずご持参
ください。くわしくは地区回覧でご確認ください。

胃がん集団検診（胃透視の検査）日程
月 日 ところ とき

９月26日（木） 巌 公 民 館 午前７時30分～８時
県 公 民 館 午前９時～９時30分

９月29日（日）要予約 ふれあいの里 午前７時30分～10時
10月４日（金） 車 尾 公 民 館 午前８時～９時

10月11日（金） 河 崎 公 民 館 午前７時30分～８時
加 茂 公 民 館 午前９時～９時30分

10月14日（月・祝）要予約 ふれあいの里 午前７時30分～10時
９月29日（日）・10月14日（月・祝）の休日検診は、事前に予約
が必要です。先着順で予約を承りますので、ご希望の方はお早
めにお申し込みください。
■前日の午後９時以降は食事をとらないでください。お茶、水
は午前０時まで飲んでもかまいません。当日は起床から検査終
了まで、喫煙・ガムもご遠慮ください。
■当日は必ず受診券をご持参ください。

　ピアノ伴奏にあわせて、思いっきり歌いましょう！
あんな歌、こんな歌…こころがますます元気にはずんできます。
どうぞ、あなたの健康づくりにお役立てください。
■と き　26日（木）午後１時30分～３時20分（受付：午後１時～）
■ところ　ふれあいの里　１階　大会議室
■内 容　「みんなで歌いましょう」
　　　　　　歌の指導　下

し も

田
だ

公
き み

夫
お

さん
■参加費　100円
■主催・問合せ　米子市地区保健推進員連絡協議会
　　　　　　　　会長　内

う ち

田
だ く み こ

久美子さん（☎３３－６４９１）

　「最近好き嫌いが多くて ･･･」「食べる量や栄養バランスって
これで大丈夫？」「遊び食べが多くなって ･･･」など赤ちゃんの
頃とは違い、好みや主張もはっきりしてきて、食事でお困りの
方も多いのでは？
　また、「早寝早起き」って大切なのはわかっているけど、早
く寝かしつけるのって意外と難しい ･･･。など、子育て中はい
ろいろと悩みもつきませんよね。情報交換しながら、子育てに
役立つヒントを見つけてみませんか？
■とき・内容
１回目【10月８日（火）】 ２回目【11月１日（金）】

時間：午前９時30分～11時30分

▼ミニ講話
　幼児食のお話
　紙芝居「早寝　早起き」

▼親子あそび

▼いろいろ話そう

▼親子で一緒に、楽しく！
　とっても簡単おやつ作り

▼いろいろ話そう

■対 象　２歳以上の未就園のお子さん
■ところ　米子市福祉保健総合センター（ふれあいの里３階）
■定 員　15組（２日間とも参加できる方）
※申込みが必要です。１週間前までに健康対策課へお申し込み
ください。（☎２３－５４５３・５４５４）
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お月見だんごを作ろう！
16日（月・祝）午後２時～、
親子10組、２日（月）から電
話受付。参加費１人当たり
100円。
じどぶんフリーマーケット
22日（日）午前10時～正午。
取扱品目：子どもの衣類、育
児用品、絵本、おもちゃなど。
販売価格：０～ 500円。同
時に古本市を開催します。出
店者の受付は８日（日）から
先着10組。
プラネタリウム

「宇宙はどこまであるの？」
「今昔物語」
平日…午後２・３時、土・日・
祝日…午前11時・午後１・２・３・
４時の投影。幼児・70歳以上
の方無料、小中高校生50円（土・
日・祝日は無料）、大人300円。
プラネタリウム

「月の動き」学習投影
毎週土曜日、午後１時～１時
40分。小中高校生無料、大人
300円。小学４年の理科学習
に役立つ月の動きの解説をプ
ラネタリウムで行ないます。
プラネタリウム敬老の日特別
投影「長寿の星カノープス」
16日（月・祝）午後１時～１
時30分、観覧無料。
マタニティプラネタリウム
20日（金）午前10時30分～

11時10分、対象：妊婦とそ
の家族（大人限定）、100人、
観覧無料。
お月見観測会
21日（土）午後８時～９時、
対象：どなたでも可、40人、
無料。７日（土）から電話受付。
えほんとわらべうた
毎週水曜日、０～１歳半：午
前10時30分～、１歳以上：
11時10分～。
おはなしのへや（共催：朗読
ボランティア火曜の会）
８日（日）午前11時～11時
30分、対象：幼児～大人。
紙芝居のじかん
21日（土）午後２時30分～３
時、対象：幼児～大人。
だくちるおはなし会（共催：
おはなしグループだくちる）
28日（土）午後２時15分～３
時、対象：幼児～大人。
平成25年度読み聞かせ
ボランティア初心者講座
27日（金）午前10時30分～
正午。対象：大人。30人、無料、
申込受付中。
じどぶん育児相談室「ままこん」
25日（水）午前10時～正午、
自由参加、無料。
児童文化センターボランティア募集
30日（月）まで受付。くわし
くは児童文化センターまで
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日
■多目的ホールと研修室は開館

日の午後10時まで利用可。有料・
要事前申込。（１週間前まで。）

第１回ミュージアムスクール
「ワークショップ」
島根大学教育学部教授で彫刻
家の藤

ふ じ た

田英
ひ で き

樹さん（伯耆町出
身）を講師に招き、島根大学
教育学部美術専攻の学生とと
もに、リニューアルに伴い新
設された創作広場を活用した
ワークショップを行ないま
す。22日（日）①午前10時～
正午、②午後１時30分～３時
30分。美術館第２展示室お
よび創作広場。対象：小学３
年生～中学生。参加費：300
円（保険料および材料代）※
要事前申込。
第57回 鳥取県美術展覧会

（県展）［米子会場］
県民から公募した作品（洋画・
日本画・書道・写真・工芸・
彫刻・版画・デザイン）のう
ち、入選作品を展示します。
会期：28日（土）～10月７日

（月）［会期中無休］
観覧料：無料

企画展「山陰本線全線開通
80 周年記念　鉄道のまち　
よなごの歴史」
米子の発展に大きな影響を与
えた、鉄道の歴史を、写真や
関連資料などで紹介します。
会期：９月21日（土）～11月
24日（日）［11月16日（土）は
停電休館］。山陰歴史館第１・
２展示室。観覧料：一般 300

（250）円、高校・大学生200
円※（　）内は前売りまたは
15人以上の団体料金※ 70 歳

以上の方、中学生以下、障が
いのある方（介護者１人を含
む。）は無料。
関連事業
・プラレール大会！（会期中）
・鉄道関連グッズ販売（会期中）
※部品販売はありません。
・法勝寺電車ペーパークラフ
トワークショップ、10月27
日（日）、11月10日（日）。市
役所旧庁舎601会議室、参加
費：100円（各日定員25人、
要事前申込）参加ご希望の方
は歴史館まで。
民話のへや
15日（日）午後１時30分～、２
階いろりの間、語り：ほうき民
話の会。内容：芋塚さんと名月
他３話、民具のはなし。※参
加ご希望の方は、米子市役所駐
車場をご利用ください。駐車券
を歴史館までお持ちいただき
ますと２時間無料になります。
■開館時間
午前９時30分～午後６時
■今月の休館日　毎週火曜日

企画展「南部バイパスの遺跡」
南部バイパスの事前調査で発掘さ
れた遺跡と主な出土品を紹介しま
す。９月９日（月）～10月28日（月）
■観覧料　無料
■開館時間
午前９時30分～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜
日、18日、25日

市内遺跡探訪ウオーク
宗像、観音寺周辺の遺跡を探
訪して歩きます。29日（日）
午後１時30分～３時30分。集
合：宗形神社前、定員 30人、



有

料

広

告

資料代100円、電話・ＦＡＸ
受付（☎・ＦＡＸ２６－０４５５）
考古学講座「発掘が語る米子」
博労町遺跡が語る砂丘地で暮
らした人たちの様子を調査資
料や出土品で解説します。
第３回「博労町遺跡－砂丘で
くらした人たち－」
10月６日（日）午後１時30分
～３時30分、集合：埋蔵文化
財センター、定員30人、資料
代100円、電話・ＦＡＸ受付

（☎・ＦＡＸ２６－０４５５）
■開館時間
午前９時～午後５時
■今月の休館日　催事開催日
を除く　土・日曜日、祝日

「図書貸出利用証」が新しく
なります
カウンターでご案内しますので、
交換手続きにご協力ください。
つつじ読書会
７日（土）午後２時、２階研
修室、『オセロー』シェイク
スピア：著　新潮文庫※次
回は10月５日（土）
楽しく漢文に学ぶ会
１日（日）午後１時30分、２階
研修室、『論語新釈』宇

う

野
の

哲
て つ

人
と

：
著（講談社学術文庫）を読みま
す。※次回は10月６日（日）
おはなし会
★毎週木曜日（協力：ほしの
ぎんか・第４木曜：火曜の会）
午前10時40分～11時30分。
★10日（火）（毎月第２火曜日・
図書館職員）午後４時～
いずれも、１階おはなしコーナー、
絵本の読み聞かせ・わらべうた・紙
芝居・パネルシアターなど。
古文書研究会
28日（土） 午後１時30分、２
階研修室、「鎖国制下の海外

漂流」～幕末に暴風雨のため
南方の地に漂流した難破船の
乗員の口述書～を読む。講師：
中
な か

　宏
こ う

さん。
ビジネス支援
「起業・事業融資相談会」（要
事前申込）
11日（水）午後２時～４時、
２階研修室、予約先：日本政
策金融公庫米子支店（☎３４
－５８２１）
「特許無料相談」（要事前申込）
24日（火）午後１時～４時、
２階研修室。主催・予約先：
米子市立図書館
末
す え む ね

宗辰
た つ ひ こ

彦さん連続講演会（全３
回）「子どもの言葉の成長と本」
第１回「子どもの本の重要性」
６日（金）午後２時～４時30分、
２階研修室。参加費：無料、
要申込。※第２回は10月４日

（金）「幼児から小学校低学年」
平成25年度公文書館巡回講座

（主催：鳥取県立公文書館、
共催：米子市立図書館、後援：
米子市教育委員会・伯耆文化
研究会・伯耆国たたら顕彰会）

▼ 12日（木）①「米子と隠岐」
講師：公文書館職員　伊

い と う

藤
康
やすし

さん、②「歴史文化のま
ちづくり」講師：（有）地域
未来　杉

す ぎ は ら

原幹
み き お

男さん。 ▼ 13
日（金）①「神社絵図を読む」
講師：公文書館職員　池

い け も と

本
美

み お

緒さん、②「県庁文書から
何が分かるかー全国の公文書
館を利用して」講師：島根大
学教授　竹

た け な が

永三
み つ お

男さん
※両日とも午後１時30分～３
時30分、２階研修室、定員
50人、要事前申込、聴講無料。
■開館時間　
平日：午前９時～午後７時
土・日・祝日：午前10時～午後６時
■今月の休館日　毎週月曜
日、29日（月末資料整理）

コハクチョウ初飛来日当てク
イズ 2013
今年のコハクチョウの初飛来日
を予想していただきます。的中
者には記念品をプレゼント。１
日（日）から受付開始。対象：
ネイチャーセンター入館者。応
募期間：コハクチョウが初飛来
するまで。応募方法：ネイチャー
センター内に設置している応募
箱に応募用紙を入れてくださ
い。一人１回だけ応募できます。
自然観察会「幻のカマキリを
探そう！」
園内の草むらでカマキリの仲
間を探します。運が良ければ
珍しいカマキリが見つかるか
もしれません。14日（土）午
前10時～11時30分
対象：小学生以上。当日受付。
中海夕暮れコンサート
夕暮れ時の園内で、心地よ
い音楽をお楽しみいただき
ます。14日（土）午後５時10
分～６時10分。出演：小

お ぐ ら

椋
美

み か こ

香子さん、米
よ ね ざ わ

澤　幸
さ ち

さん、
伴奏：稲

い な げ

毛麻
ま き

紀さん、主催：
NPO 法人中海再生プロジェ
クト。会場：水鳥公園屋外広
場（雨天時はネイチャーセン
ター視聴覚室）
手作り自然教室「カエル工房
in 米子水鳥公園」
プロの職人さんから、本物そっ
くりなカエルのレプリカの作り
方を指導していただきます。29
日（日）午後１時～４時。対象：
小学生以上、先着30人。要予
約。講師：カエル工房。参加費：
500円（入館料免除）
●会場は特に記載のない場
合、 す べ て 水 鳥 公 園 ネ イ
チャーセンターです。

●米子水鳥公園の催しへの参
加には、入館料が必要です（高
校生～69歳は300円、その
他は無料）。
●水鳥公園のイベントは、とっ
とり県民カレッジ連携講座です。
■開館時間
午前９時～午後５時30分
■今月の休館日　毎週火曜日

９月ロビー展
外江陶芸クラブ（御崎窯）作品展
■入園料　大人200円、小・
中学生50円。（市内にお住ま
いの方の料金。受付でお申し
出ください。）
■開園時間
午前９時30分～午後５時
■休園日　第２・第４水曜日

常設展「異国情緒の人形たち」
海を渡って来た人形・異国に
思いをはせて作られた人形
達。西洋人形、唐子人形…そ
して、旅先で見つけたもの達
…異国の香り漂う人形達をど
うぞご覧ください。期間：３
日（火）～10月28日（月）まで。
入館料：250円
手しごとギャラリー K ａｉｋｅ
「秋色のおもてなし～豊かな
お茶時間～」
豊かな暮らしを彩る手仕事。
あわただしい日々の中、とっ
ておきのお茶の時間を意識し
てみてください。こだわりの

【お茶】や【お菓子】や【うつわ】
など…豊かな時間を約束しま
す。期間：１日（日）～10月
28日（月）まで。入館料：無料。
■開館時間　午前９時～午後５時
■休館日　10日（火）、24日（火）
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　９月の水鳥公園は、初夏に小さな幼虫だったバッタやカマキリたちが大きな成虫になっていて、
草むらの虫探しが楽しいです。暑さも少し和らぎ、遠足に訪れる幼稚園や小学校が増えてきます。
　昨年の９月10日に、市内の幼稚園が遠足に訪れ、園児の皆さんと一緒に虫捕りをしました。
虫捕りが終わってから、どんな虫が捕れたのかをみんなで確認するため、私は皆さんが捕まえ
た虫を見て回り、種類を確認しました。すると、その中に見慣れないキリギリスの仲間が１匹混
じっていました（写真左上）。
　姿形や短い翅

はね

から、園内で普通にみられるヒメギスの幼虫だろう、と思ったのですが、どう
しても違和感がありました。

　そこで、幼稚園の皆さんがお弁当を食べている間に、くわしい図鑑でその虫を調べたところ、コバネヒメギスであることが分
かりました。鳥取県内で確認されたキリギリス類のリストに載っておらず、県内初記録の大発見でした。
　コバネヒメギスを採集したのは、当時幼稚園での教育実習中に園児を引率していた大学生のお兄さんでした。幼稚園の皆さんに、
この虫は県内初記録の可能性が高いとお知らせしたところ、とても喜ばれました。この発見は、報道各社にお知らせして新聞に
掲載されたほか、山陰自然史研究という学会誌に発表しました。こうして鳥取県で確認されたキリギリス類が１種類増えました。
　コバネヒメギスは、全国に広く分布していて特別珍しい虫ではありません。しかし、鳥取県内でこれまで記録がなかったこと
は事実であり、それだけ鳥取県にいる生物の調査が充分できていないことの表れだと考えられます。
　今年も６月に地元小学校の校外学習で１匹採集されたほか、私も何度か確認しています（写真
右下）。皆さんも園内の草むらを探してみてはいかがでしょうか。
　私たちの身近にどんな生きものがいるのかを知ることは、とても大事なことです。たくさんの
方が身近な生きものに関心を持ち、生きものにくわしい人と連携することで、地元の生きものた
ちの現状が見えてきます。ぜひ皆さんも、気になる生きものを見つけたら、写真を撮るなどして
専門家に見てもらいましょう。思わぬ大発見につながるかもしれません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米子水鳥公園指導員　桐

きりはら

原佳
けいすけ

介

水鳥公園からのたより
コバネヒメギス

９月に見られる生きものたち
ダイサギなど６種のサギ類、カイツブリ、キンクロハジロなど渡り始めの冬のカモ類、ミサゴなどのタカ類、
カワセミ幼鳥、メダカ、アオモンイトトンボなどのトンボ類、バッタやカマキリなど草原の昆虫たち。

「よなごの宝88選」から
　清

せ い

洞
ど う

寺
じ

岩
い わ

　　《宝No.55》　　西町湊山公園
　現在は公園の中ほどにありますが、もとは亀島といい中海の島でした。吉川広家が米子に
城を築き始めたときに埋立てて船着場とし、広瀬からの物資を陸揚げしたといわれています。
古い絵図を見ると亀島に橋が架けられており、そののち陸続きになっています。更に昔は直
接外海に面した環境にあり荒波に洗われていました。岩肌を見ると、海抜１．２メートル付近
に波の浸食でできた切れ込みがあり、その下にウニか穿

せ ん こ う が い

孔貝による生痕が見られます。6000
年前の縄文時代に温暖化によって海水面がこの高さまで上昇していたことを示しています。
　慶長15年（1610）、西伯耆６万石の城主となった加藤貞

さ だ

泰
や す

は、朝鮮の役で戦死した父光
み つ

泰
や す

の
菩提を弔うために五輪塔を建てました。現在右端にある五輪です。加藤氏の次に城主となった池田由

よ し ゆ き

之は、元和４年（1618）
３月、江戸から来る途中播州正条川で急死しました。子の由

よ し

成
な り

が米子城主となり、父母のために「海
か い

禅
ぜ ん

寺
じ

」を建て五輪塔
を２基建立しました。左が父の、中央が母のものです。寛永９年（1632）、米子城主となった荒

あ ら お

尾成
な り

利
と し

は海禅寺を「禅
ぜ ん げ ん

源寺
じ

」
と改名し荒尾家の菩提寺としました。のち寺名は泰

た い げ ん

蔵寺
じ

、さらに了
りょう

春
しゅん

寺
じ

と改名され博労町へ移されました。その後、宝暦
年間（1751 ～ 1764）に荒尾氏の家老村

む ら

河
か わ

直
な お

好
よ し

が日野郡江尾から清洞寺を移し菩提寺としたので、その名が清洞寺岩、清洞
寺五輪として伝えられています。清洞寺五輪は、明治38年（1905）に博労町の了春寺に移され、昭和２年（1927）に元に戻さ
れましたが、今の配置は江戸時代に建てられた時と違っています。
　明治の末にこの岩も取り込んで「錦公園」ができるまでは、町はずれの海に突き出た寂しいところでした。淵も深く身
投げをする人が多かったといいます。昭和60年（1985）、その霊を慰めるために、岩の横に観音像が建てられました。
　また、この岩は弁慶岩とも呼ばれ、巨大な岩が転がる様子を「弁慶が出雲の方から投げた石」と伝えています。出雲の
鰐
が く え ん

淵寺
じ

から大山寺へ遣いに行った帰りに釣鐘を持ち帰ったという、武蔵坊弁慶ならではの痛快無双、米子にお似合いのお
話です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【よなごの宝88選実行委員会】

お知らせ　第39回よなご88探宝会　９月15日（日）午後１時～４時、生誕121年・生田春月の足跡、定員30人程度、参加費500円。申込方法：
住所・氏名・電話番号を明記のうえ、郵便または FAX で「よなごの宝88選事務局」（東町161－2 文化課内、FAX23－5414）まで。
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